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以下の問に答えよ。
問1. 化学プロセスのマイクロ化がもたらすメリットについて述べよ。
	

	


問2. 熱レンズ分光分析法について以下の用語（励起光、プローブ光、屈折率、熱レンズ）を用いて説明せよ。
	

	


問3. LC/MSで用いられる大気圧イオン化法を２種類以上挙げよ。そのうちの１つを選んで、その原理を説明せよ（図を用いてもよい）。
	

	


問4. タンデム四重極型質量分析計（MS/MS）の測定モードのうち、多重反応モニタリング（MRM）モードで高感度分析が可能な理由を説明せよ（図を用いてもよい）。
	

	


問5. クロマトグラフ法における相対保持指標とは何か、またその利点について説明せよ（図を用いてもよい）。
	

	


問6. 四重極MSにおけるSCANモードとSIMモードについて説明せよ（図を用いてもよい）。
	

	


問7. GC―MS法で用いられる誘導体化法を１つとりあげ、どのようなフラグメントイオンが観測されるか説明せよ（図を用いてもよい）。
	

	


問8. 同位体効果、同位体分別に基づいて自然界の炭素安定同位体比の分布について説明せよ（図を用いてもよい）。
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